
牛乳栄養の動脈硬化度および骨塩量に与える影響に

関する臨床寵学的研究

…牛乳栄養の喜脂血痕著者の動旅硬化皮および骨塩量に対する銭期および長期効果に関す

る大豆蛋白を対照にしたクロスオーバー臨床試験ー
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重吉13 

近年高齢化社会が滋み、退去化;こともなう種々の重量警がE富良の護室長経連語から2重複されている。そのなか

で、従来よ号、サにおけるca1t裁や蛋自の供給源として牛乳完全畿の必望書性が認識され、重主脈硬化など

の分野でも見直しがな~れている。欧米では、飽和脂肪談合会心牛乳栄獲が高脂血症を悪化させ、頭車

脈硬化を進展させると増設えられていた。本研究会において、われわれは潟脂血症者が一日ネ乳200…

トリグリ-t:ライド (TG)は上昇せず、 t広目長400meを摂取しでも、阪総長在コレステロ-}レ(以下TC)、

期血圧の低下、 E紛 Lコレスチロール (HDL-clの上昇が兇られたことを報告し、血中脂肪織の変化や

血圧に対する主主3裂についても言言及した。今頭、 niH変成分をおさえた低路妨牛乳の血清n¥H言、

霊訪縁硬化度におよ;ますま立芸書、および主主務言語主要を、多くのふ釘読書成分をふくむ大豆蛋白と比較レご検討し

~­~。

法方

対象は国立微去最務者埼センターで高脂血症を受告書し、動E訳者援化性疾患を合併しない外主任滋除草ピ後，怒者

15人 (59.2歳)である。患者の臨床背景及び栄吉整然耳設をま史lに示す。

低脂肪牛乳1::大菱自の士重期長期効果を1頚11こがすヅロトコールにて比較した。すなわ-t;，、牛乳飲

終を 1 ヵJ'l cpJ1:した後、前鐙を i~U定した後 (A点、)、封筒淡により牛乳あるいは大豆議自を綴殺した l

ヵ尽の言語系{総点}をみた。その後、クロスオーパ…させて他方の 1ヵ月後 (C点}の主主主義をみた後、

そのまま綴義悲して疑義語効楽をみるというもので、続長芝代霊祭;こ対する効莱はJ主、沼、 Cおよu'滋ぶよ号吾、

12、18ヵJ'lEl (仏ゑ F点l.こ観察した。また、投与ゅの薬物は潟法容量を蓄をえないで議室議棄すること

ヅ (254kcal)主主どとして諸経加工を行い供与した。自は1El14 gをピスうドット、スとしfこ。

低脂肪牛乳はm~抵のものを l 日 400me (l60kcal、prot12 g)飲用するように指示した。

A点前にひEXA法ーにより腰椎骨密度を正閣{象マ測定を行い、骨塩量を観察し、長期綴翼議後に再検し
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表上高コレステローJt.-対象者の臨床管室そと栄養摂取議

ロ

Age (y) 

Bodywei喜ht(1互訪

BMI(k~ジm2)
Diet畠ryintake 

15 (a11 fema1e) 

符.2土5.4

54.3土8.0

23.4土3.3

Energy (kcal/day) 1427.1土260.7

Fat (g) 45.4土15.1

Cholesterol 

Polyu話路島rr証.tedfat (g) 

Sa総ratedfat (g) 

PfS ratio 

188.1士57.6

12.3玄4.6

11.9土4.3

1.1土0.02

書官鍛聖書薬草 b部 eli田変更 1 J号 s舟 12月 18JiJ ~J置 lJiJ 草月

1ケ尭 A B C 0 韮 F G 続

MiI託先行 {叩 Milk SP SP SP SP SP MiI主義4i1註
Soy Protein先行 (-) SP Milk 滋ilk Milk 滋漁民高iI主 SP SP 

採楓ー血圧・体重 o 0 0 000  000  
刷小板漣集能 o 0 0 (0) 0 0 0 0 0 
食事評価・指導 00000  0 0 0 0 0 
'J:.重量援m 0 0 
滋重量援エコー o 0 
券準量t 0 0 

図1 牛乳、大Ji滋自の瀦賀、凝菌、脅翁議室、車車販硬化に及iます効然のプ口トコ-)~

てその数移をみた。また、 x主義cnこて腹滋火裏金紙の動脈硬化度υと芸員数駁超音波断j嘗i法tこで数動隊内

守護禁後会俸のs[I!E事変{設滅的診を語IJ乏し、問機}こ占毒薬3推移を観察した。また、定量約芸菱自選言語波長江流測定

義高裁 (QFM2∞OXA)，こより霊祭動隊血流i表、長立後夜、血管抵抗告事を対泌したは、"0A~F郎こおいては
政li例詩索、風小板凝手長官官毒事の凝E号線洛古告をiJiIJ叙した。採血は10時間以上総食した務袋線時守二諮9-10 

略。つ聞に行ない、各mUJ在泌を君主2に示したの腹部大動脈の動脈磁化民主"は、 X線単純および造影CTに

で後られた函像をApple牧草Eパ}ソナルコンピユ}ターに取り込んだ後、われわれが務者悲した薗f象カ

ラ…然続ソフトお81むらにAPで、大動隊iiE主化体雪量率 (ACV)、大重1JH議委豪華き厚手卒後楽 (AWV)、大動

脈腕主要事石灰化体積率 (AWCV)を計測しむ長江小紋凝集量告の好調1におけるコラーゲン感動性スコア

はコラ}ゲン終濃度。‘25、0.50、0.75、1.0、1.5、2.5、5.0μg/meの7濃度で切%以上の議大凝築

学を示した濃度によ乃?からOまでのs段階の感受性スコアを胤いた。 LDL-コレスチロール(LDL-C)

i畑氏de明治の式、 LDL-C出TC-TG/5-HDレCにより求めた。また、定員耳的に栄絞れこより食事と大

El重苦と低泌総牛乳Q)摂取状況を事室長芝、した。
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奇襲2lfQ消JJ国筒、アポ醤白、凝悶糠i縫能の訓1):;:在減

Serum Jipids 

Totaf cholcst田i

Tri草lyc討ide

HDL-.chol郡trol

LDL必曲。lestrol

Bnzy捌剖tcw開'Y
E後zy開atica."i闘y

翠，nzym誕ic描鴇Y

Fricdwald冶¢守辺誠Ion

Apoprotein 

Apo AI， AIl， B 

Apo Cll，CIIT ，E 
I問muno加点idim剖ry

Hemo:号制t1cpa目 melers

Fibrinogen [mrnunoturbidimetry 
Thrombin-Antithrombiri 

Cornplex (TAT) EIA 

ELlSA 0・dimer

PlasmInogl開 activator

描hibitor1 (PAI-I) 

A時lt柱。由主in1II (AT-IlI) 
ELlSA 

Chromogenic諮問y

Platelet function 

Aggregalion 
話orn's拍etl拍d:Maximalampli加deby

i晶2μMADP，Iμglml∞n.g開
col[agen sensitivity 

EIA Platelet l'actor 4 (PF4) 

日国Thrombogloburin( s剛TG) EIA 

果における務緩と大主主主妥自主要耳支持、 f邸言務牛乳童文F接持のiMヌ主総との比較はpai見 d1-1部 t、商務襲警の比率立

は前鐙との変化霊容を然出後、 I-Iest~こて比較検討した。妻女{壌は士会後会SD~こて示した。

結集

1.低脂肪牛乳奴取の鐙期効果

1.街路Jtn.~症，管法務における低脂肪牛乳の短期効果と成分米側議長牛乳との比較対象15人における治療

前犠 (baselinefl邸、低脂肪牛乳飲用 1ヵ月の足立主義、火主主主長自摂取 1ヵ月後の足立織を比較した (3提

出。血液路笈に関してはi忌脂肪牛乳飲}羽織 1均月後ですGは有意に増加した (pく0.05)が、 TC、

HDL々、 LDレCIま有意の変イとはなかった。また、ア~~長自で、i立、アポAI 、 A 立、 C 草、 cr誌が議

後とくらべ手r:lまの港会Eをみ (p<0.05)、E金支専守重量;こ減少した。大豆蚤at莞耳支3主fI後dフイ獲ではア
:FAI， C肢が再考さまに増加した (pく0.05)。

っき}こ、 f翻量妨牛乳飲用時の13例における血小紋凝集能の1ヵ月続の変化i立コラーゲンl，ug 

/me、人ひ'PlμM、ADP2μMの最大凝築家およびコラーゲン感受性スコアとも会く変化を認めな

ぉ。υ



かった。また、 βせlromboglobulin(s TG)、plateletfactor 4 (PF4)、日brinogen、thrombin鵠 tithr-繍

ombin∞mplex (TAT)、， D-dimer、plasmina追加atorinhil:iitor1 (PAI-1)、組員thrombtnm {AT面)、
pl拙minogen~こも物言まな差は認められなかった。

PAI-lIま f!ì:ß~妨牛乳飲用 1 ヵ月後と大豆2華街摂液、I ヵ JH&の変化毒症の比較でi立、牛乳飲Illr.建立主

時には低下{綴向をみ、大豆蛋81翼線善寺iこ低下傾向を2詳し、尚喜干潟T子準f護まの差をみた(p<0.05)。

表3. b出必聴および1ヶ月時における泌渚活質、アポ霊童露、渓濁線詩書ザー3か め灘:tE:ft車
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2 .低脂肪牛乳、無昔話数牛乳飲尽および大豆議自摂取lヵj守護事の脂質の比絞

91竿度本事庁究報告における無調鐙牛乳 (200、)羽)()mØ欽用時における 10人の高ß~J!延長主患者(男

1入、女9入、平均年齢59.9長室、 BMI: 24.8)の盗務総質と今I!ll(l)絞脂肪牛乳および大景色摂

取1ヵ月燃の脂質の後化率のた絞を関 2Iニ2詳した。低脂肪牛乳、無認可怒牛乳、子IcSi蛋白を喜美詩文し

た1ヵ月尽における宝'Clま低脂肪よ併しで241士34から247士32rr瑠/deへ2.8こと8.6%、主義溺獲牛乳で

251こと31から264ゑ29rr冨/必へ5.4土7.9%、大豆愛砲を筏取した雲寺点で241と34からμ4:t26rrg/ de 

へ1.8ゑ9.4%と有3震でiまないが経度のよ祭事案向を示したoTGI立、(邸詰妨牛乳、終調整牛乳、大王子.

妻菱自を摂取群それそ~;jU09土51から 125土 56rr理/deへ17.1 工七 7.1% (pく0.05)、144之62から143土

台6n冨/de~.4こと 45.5% 、 109土51から 109士47t湾/deへ5.7 :t26.6%のばらつきは大きい不変また

は終段上昇をぶした。恋)L-Cもそれぞれ61.号:t8.6から63.9:t11. 71辺/deへ3.2土11.1%、51.8:t 

14.4から57.0土11.3rrg/deへ13.きこと18.4%、61‘号士8.6から64.6ゴ:10.8mg/ deへ4.3:t8.9%とや

や上昇傾向にあるが、ギF窓の変化はなかった。 Friedewald(l)'jえで求めたIDL-Cはそれぞ、れ158ゴヒ29

3から158土32mg/必へ0.73会12.6%、17(守士22から177全22rrg/deへ4.8土13.7%、158:とおから157

吋 324-



こと24rr留/泌へ1.0こを12.3%とほとんど変化がみられなかった。これらの血清脂質の変化祭には3群

聞で設は認めなかった。この街のBMIの変化iま低脂肪牛乳、室長調整牛乳、、大豆蛋白それぞれ摂取

1ヶ月後に、 f縁日旨妨牛乳畿で23.4から23.8kg/ぱに、主義務愁牛乳訴で24.8から24.8匂/rri'へ、大

菱自娯取群で23べから23.7勾/rri'へと上昇し、手本遂としては 1~2 ヵ月の織に大!JJ表白摂取務

で0.7kgの増総領向を、無線整牛乳撃手<:変化なく、低脂肪牛乳群で1.Okg増加f~童向をみた。

LowFa虎矧ilk

総onTr柑 tedMilk

SoyProtein 
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沼

{掛輔陪SEM)
(n.s.) 25 

20 
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10 
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h
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u
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HDL輔C

語審員普段症患者における意義務紡牛乳、無量暗殺牛乳各1日4∞ml章常潟、大豆E長印
絞殺 1 ヶ丹後における語控訴者脂質の変化~í1)Jt較。低脂肪牛乳と火Ë君主自はク U
スオーパ…iζて行い、ぞれ'f:'れ摂取1ヶ丹の成綴を会事事した。

LDL蝿CτG TC 

図2

n. f氏務妨牛乳飲fflの長鶏効果
し対象者の骨密選定

14人の対象における際機IJ)骨密度の平均{査はO.98:t0.17 g /c語、年齢被互による'符主義議と比較

すれば'98.9会16.3%であった。このうち、会情実前後で低綴紡牛乳または大!J3表白摂取の効果を見

ることができたものはそれぞれ4人と 7人の11人であった。その変化を図3Iこぶした。豊島然見月間

ば17.3士5.0ヵ月で、低脂肪キまし務4例では骨号室、援をの平均値iま1.044土0.232g/dから1.085ごと

0.256草/Cll!lこ軽度上昇綴向を示し、若手護会事嘉正しても108.3土19.6%から1l1.8:t19.8%に上昇傾

除jを示した。大豆蛋岳主義耳文書'fi7例でも骨密皮の平均イ童iま仏百96:t0.118g/ dから1.∞Sま0.147g 

これらの/c品、年齢檎工としても98.9土13.1%から103.0念15.4%に上葬儀向を示した。しかし、
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軍基Z窓滋症者に対する畿E霊lB牛紙、大3霊童E島長翁領軍置による曇議議への効巣

Before Afteす

{ラ込}
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ム政担段
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告忠告

0.02 

関3

2.動脈硬化炭iこ対する長綴効桑

l)x線口による喜義務大動脈のお沃化、盟書H巴惨事長予言に対する長期芸主主義
対象犯人のうち、 f丞E言紡牛乳または大!ii.蛋白摂取の効采を見ることができたものは{邸雪紡午

手し群4人と大!ii.蛍自然耳文書学8人(うち2人;主単純CTのみ〉の12人で、平均綴察英司聞は23.8主

s布告ヵ月聞でその変化を図4~こ示したの

;fil!定j土務部分を除いた望書Z巴康1安芸書部分のg訪派部分会体;こ対する務会を示す大数1最後体積*

(aortic wall volume% : AWV)は牛乳飲潟苦手の4例では26.7:1:2.3%から27.7土3.1%へl年あ

た号0.53士0.56%/俸の進行をみ、大豆3軽自摂取詳の61例jでは21.3土5.2%から23.0士3.2%へ

l匁あたち0.90二七1.33%/年の進行者みた。石j天i党支雪部分の動隊全体の体積書名分に文守する剣合

を 2ミサ大霊訪総石~化体積翌事 (aorticcalcification volume%) ，立、牛乳飲用若手の4例では1.3:1:1.6

%から2.9土2.6%へl年あたりO.78土0.74%の還さ震をみ、大安台主銭耳立群の 8~dでは6.9ニt6.8

%から6.7玄5.6%へ1若手あたり -0.12土1.32%と滋行以狗さえられている成綴を得た。荷若手を

あわせた大務総雪遊日巴厚;fiJj疋化体積率 (aorticwall stenosis and calci日cationvolume% : A WCV)は、

牛乳飲胤群4f担jでは28.0ニt3.5%から30.6土5.4%へl年あたり1.30ニ主1.16%の送車線をみ、大主主

主経由主設後若手6例では27.2土7.4%から29.1:1:7.3%へl移あたり1.07求0.52%の進授をみた。
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議機lflI疲者における鷲脂肪牛乳、大豆2産自際取にf辛う祭器事大動脈!ilftltcう変化

.1.0 

題4

2) 芸賞音~趨膏t愛護ff)霊法による主主主童話通目院内中E築後合体ffI'!n詳 Onti問amedia complex lhickne制:IMT) 

におよほす効果

対象15人のうち、係脂肪4二事しまたは大変蚕虫採取の効呆を見ることができたものは低脳妨キ

宇L4奨取苦手4人と大:iH畿自摂取総6人の10人マ、平均義夏季芸期間lま21.6土6.0地月間でその変化を

5選5，こ示した。部TI地脂肪牛乳童文総群では1.01土0.06阻から1.02土O.肝臓へ0.01札 01邸と

ほとんど変化せず、大豆畿自摂取若手1."1まO.鈴ゴ:0.10幽からO.97:t:O.09理盟へ-0.02士0.02燃の変
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E霊5 a革路血症者における総頚動脈の肉中濃複合体ßE~事の銭E霊訪牛れ>>.び大蕊豪良

主義総領取にともなう変化

3)低紛肪牛乳および大蛋白荻葉支援の血清sii笈の成績([遡s…註〉
低脂肪牛乳飲用および大交蛋自摂取18ヶ月後まぞの血清慰霊ミを主籍取訴とよ記事交した。{丞E言務牛

乳飲潟若手 6 例の平均で、TCi立高官カ~240ま2急時/deから s ヵ丹後244士2品、 12ヵ月 t魁必ご1: 15、 18 ヵ

丹後260土311理/de切に5)とよ妻宅綴向が見られたが、ぃγれも有意な重量霊訪ではなかった。 TG

i立問機に115土53n百/deから 5ヵ丹後125土55、12ヵ月後101全21、18ヵ月後141土72(n=5) n翠

/delこ、 E王ひレCI土問機iこ60権O土5.3n翠/deから56.3ごと6.2、59.0土10.1、60.2士9.2(n=5) n唱

/耕三、印L-CI;t16む士24日曜/<18から163土問、 170土17、171士14(肝5)時/斡こ変動したが

;有意まな変化ではなかった。なお、午乳飲用苦手のl例は患者!l)談合でl年総長議したところで楽援

しなくなったためdrop-outcaseとした。これに対してった玄蛋白摂取苦手吉続iの王子均ではτ℃は前が

242ま391碍/必から 6ヵ月f&251討 2、12ヵ丹後241ネ30、18ヵ月f主248ニ主33rr軍/deと上昇傾向が

見られたが、いずれも有意な変動ではなかった。 τむは問機に104土53mg/deから6ヵ丹後139:f:
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71、認定月後142 :1: 78、 18ヵ月後127:t54~/deに、 EおしCIま同様に63.2土10.3n事/deから61.4

全8.3、60.6ごと10.8、61.1全10.5可ng/叫ぶ LDL-CIま158:1:33rr事/deから162士号3、152土25、161

2とお宮事/Clilに幾重告したが有意な変化ではなかったo この湾、長期にわたる体重の手撃の変動は

みちれなかった。

14例会鋲jにおける、二度IJ)クロスオーバ一試験中の低級患者牛乳飲閣隊と大豆畿自摂取善寺後に

総資やアポ滋自の会測定値を均して紛紛f直からの変化率として領gUに求めた後L平均したも

のを1]gi101こ三詳した。低5霞llJ.i牛乳飲用時と大菱自摂取草寺にはともにTGの上昇傾向が見られ、低

E言務牛乳飲用時には狂DL-Cの低下{際向も示された。
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4. fj部室紡牛乳および大豆妥協摂取後(J)還を図線i穿能の変動

コラーゲン凝集感受数テスト、 ADP1pM、ADP2pM(重1IJ、核凝集室1':1まコラ}ゲンlμg/nHl、

による媛大凝集率において有意の変化を怒めなかった([gJll)。 紙脂肪牛乳主義紋鮮では、 ADP

2 1' ちをの畿大~護築家で己都eli附では42.4士8.3%から 8 ヵ丹後42.9土5.2% 、 12ヵ月後40.2土 14.0

コラーゲンlμg/必の最大凝集室事でもbase!i恥?は77.3::1:33.9%から 6ヵ月後%に変化し、

73.2土34.5%、12ヵn後71.3土40.9%に変化した。コラーゲン凝集感受性スコアーはbaseline
では5.0~と1. 7から 6 ヵ丹後5.0士1. 8、 12ヵ月後5.5ゑ1.告に変化した。
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高率目闘JJIll:8患者の書記紛紛牛乳摂取毒事と:fd'lJl!白摂取群の傘小板凝集能の変化I1!In 

大.iB量白摂取哲学では、 ADP2μMの最大凝然療で、baselineで1ま44.4土16.1%から 5ヵfJ後44.6

コラーゲンIμ 草(J)最大凝集喜容でも忌aselineでは土12.26%、12ヵj苦後41.1::1:8.4%に変化し、

号1.7土4.5%からsヵ月後.86.4土9.0%、12ヵ月後67.4会34.0%に変化した。コラーゲン凝集長率

1.1からsヵ丹後5.8土1.3、12ヵ月後4.窓会1.6に変化した。受性スコアはbaselineでは&

アンチトロンピン郎、 TAT、D-ダイ γ一、 s-TG、助l小

核第4関子、 PAI-1毒事を測定し、比較したがいずれも有意の変動はなかった。

ブイブリノゲン、プラスミノゲン、

考察および結論

とくに君主人や小児の栄蓄を争議給源として大きな役割jをはた牛乳栄華診て?はカルシウムの吸収率がよく、

している。近年、言寄童全者社会(J)事iJ楽により、努事且慈症にイ半う管析や管の波形などが関学常生活に大主主主

支持まをきたし、介殺を空きする寝たきり老人のー閣ともなっている o 一方、牛乳には脂肪や飽和脂肪酸

ぢると脂肪ょにネルギー上じがま整えたり、脂肪の合成カす草iJ激怒れて、高H皆既江疲を
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きたす可能性がある。本研究では 1ヶ月aにJi!られた主主コレステロール、 トリグリ~ライド値の k界

や上昇傾向、 HDL-コレステロ-Jしのよ:昇は、 sヶ月日では前後に凝る傾向があり、 HDしコレ7-テロ…
Jレはむしろ露首儀より低下の傾向があり、この結果、 LDLコレステロ-Jしはやや上昇傾向にあった。低

粉粉々 、乳飲用 lヵjHjにおいてアポリボ3軽自日をのぞFくすべてのアボリポ蛋白j援護をに;有意の変化をみ

た。 B官隊代害者;こ潔しでは、 f低2言紡ー牛乳の短期主主主長の結果、かつて行なった妖言語整牛乳4∞必童文沼語警の

脂質代裁に及iます効果とよ七車交した結J裂は近似しており、短綴においてはカ絞っーと飽和綴紡滋の摂取

に待って脂質、とくにTGの分足立が-:1選後に増加がみられ、それに対応してApoAI'?IおL-Cが上昇、あ

るいはよ昇傾向をぶして、会王立を言語めることにより動脈事東化を防止する方向;こを動いて代償していると

忠われる。これは、われわれが以古なに準装告じた低エネルギ…食下で、おs露政症患者にバター30g負獲

して2遊間後に級淡路交の後化をみたときに、 T07)J二界は軽度にみられたが荷重量ではなく、代償きさに

HDL-Cが上蒸したのと同じ後向であった九すなわち、 H旨紡'?飽和脂肪富査の事支度の負荷にともない、

脂質代総長主転が速くな号、肝臓における路質合成の充遂にともない、 2器量t~毒化も光霊長して代償する給

条と考えられる。ヨド綴党では長薬草においては上兵ーしたTGもさがり、 HDL-Cはやや低下鋭的1をみたが有

望まではなく、大;後;蛋白摂取雲季iこょとし、俄総務牛乳飲用苦手で、 12、18ヵ月においてLDL-CやTCが上昇す

る餓!勾がみられたが、その遂は~ïiまで、はなかったQ

血小板凝集能iこ与える影響としては、低脂肪牛乳、大豆滋白書季ともヰ言語読?はないが凝集結が低下す

る傾向がみられた。

設立JJIJ監硬化にEd設す長郊の彩需要については、腹部大雪設立愛媛イヒの進段務擦である 1若手あたりのAWCVの

変化憲容を観察した。牛乳飲用若手議鈴ではお.0:1:3.5%から30‘8土5.4%へ1年あたち1.30士1.16%の進

展をみ、抗議菱化作用をもち、抗動脈硬化作潟をき寺つといわれる大豆蛋必主義詩文書李6例での27.2主7.4%

から29.1こ主7.3%へH手Sちたり1.07土0.52%の進展と上とし、やや隊伎の銭i臼を認めたが夜祭去をはなかっ

た。 AWCA(立主主激派造影における冠動脈J暖化授とも有3まの正組泌をぶすことから、冠動脈硬化IJ)送主義

度をもヨド後襲警告さに問機長引こ評錯し得るものと講堂えられる。主義務脈超音・波綴尊重法による間Tの変化に関

してはfJ1::脂肪牛乳飲用選挙では1.01土0.06盟血から1.彼女O.07mmへ0.01-と0.01附とほとんど変化せず、大

3立言語自摂取群、マは0.99土0.10織からむ.97:1:0.091盤へ-0.02土O.02u憾のむしろ港総ずる傾向をみた。わ

れわれは農漁村俊民を対象とした務脳動嫁i怠後測定装後処'FM)をもちいて牛乳摂取量と霊異動脈硬化

性変化について検討した本研究会94若手度報告で、 E忌翠言語目旨d乱調E者群においてのみネまし主翼線が200泌を

緩えると、収減速が低下してお号、;これらの人では砂糖や穀類の摂取量も多く、牛乳主義攻隊は穀類摂

取畿と正穏潟をぶした4幻}。また、閉f老後交を生住民においては牛乳摂取量が多いと、血清治資が高い

傾向迫電兇られ、牛乳綾取量はN、百a、N裂においては芸震動脈風流速度と符窓の関係は緩めなかったが、

豆b型においては、牛乳摂取量埠ま200泌を超えると長11流速が低下ナるという君主綴関を示した。本研究で

もQ京Mのbaselineでの検討は行なったが、 j海i定機器のトラブルによ却、{忌3量E方Eド手L飲用告をの選定化を観

察できなかった。

t守主普段への影響に関しては、後露首肪牛乳若手4紛では骨軍密度の竿均値lま1.似4:1:仏232g /CnIから1.085 

。，“幻



土0.256畠/cnlに終段上昇傾向を5f:し、生手鈴補正しても108.3:t19.6から111.8土19.8%に上昇傾向を

した。大豆ilH当事実級審宇7例でも'持後E訟の平均値はO.吉鈴:t0.118g / cnlから1.008之合.147g/c球、年

紛争議しでも98.9:t13.1 %から103.0士15刷4すらに乞昇傾向をぶした。 17ヵ月とzいう笈年期女性の遺言?と

があるにもかかわらず低脂務不況欽用群では脅後&が上昇し、また王手申告機iE1震も上斜したことは、骨

代謝によい費主主義をぶすことが示唆された成績である。

本研究は2群に分けたために、クロスオ…パー'までの1哲学あたりの症例主主が少なく有意の変化を2

苦手間でま悲めなかったが、約 l年半の経過時点"と、クロスオーバーをわユない、さらに、仮脂肪牛乳、大

豆蛋白筏取の受章来を継続観察ψであり、今後の主主Wo古河富士替した雲寺点での総来が綴f守されるところで、あ

ゐ。

結語

15;脂肪牛乳、大主主議自の長綴にわたる摂取により、動脈需要イとや脅議畿に与える影響を観察した。 l

年半時点における低脂肪牛乳群で、血小手長凝集能の低下{渓向と、 LDL-Cのわずかな上昇傾向をえたが、

いずれも有窓の変化はなかった。綾き5大数派の内1震の変化をノ:j~オド大動荻窪ßI'l~事正'îE正化体緩率は大立畿

自摂取若手と遣をはなく、頚動脈の内'i"'H薬合体における総長要度の変化にも授は総めず、 f号機畿は17ヵ月 (J)

綴番号にもかかわらず、低脂肪牛乳、大菱自摂取により上昇傾向を認めた。

凹
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